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世
界
の
巨
匠
ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・
ポ
ル
ー
ニ
ン
監
督
が
新
作
映
画
の
制
作
を
開
始
す
る
。 

今
作
で
は
日
本
人
キ
ャ
ス
ト
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
。
日
本
人
起
用
は
二
度
目
で
あ
る
。 

ポ
ル
ー
ニ
ン
監
督
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
独
特
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。 

 
 
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
会
場
が
豪
華
客
船
。
１
０
日
間
の
日
程
。 

 
 
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
情
報
を
一
切
漏
ら
さ
な
い
、
と
誓
約
書
を
書
か
さ
れ
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
期
間
は
ス
マ

ホ
も
携
行
ず
事
務
局
が
保
管
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
同
行
不
可
で
俳
優
本
人
以
外
は
乗
船
で
き
な
い
。 

 
 
 

船
内
で
４
次
審
査
ま
で
あ
り
、
各
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
て
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
の
判
定
が
出
さ
れ
る
。 

 
 
 

Ａ
が
出
た
ら
出
演
決
定
。
Ｂ
が
出
た
ら
次
の
審
査
に
進
出
。
Ｃ
は
ボ
ー
ダ
ー
で
条
件
に
よ
っ
て
は
進
出
。 

 
 
 

Ｄ
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
終
了
。 

 
 
 

Ｄ
が
出
た
ら
小
型
船
で
帰
還
と
な
る
。 

 
 
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
監
督
は
不
在
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
度
に
、
事
務
局
か
ら
面
談
に
て
合
否
通
知
と
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
る
。 

 
 
 

俳
優
同
士
は
練
習
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
適
当
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
割
り

振
ら
れ
そ
の
名
前
で
や
り
取
り
を
す
る
。 

 
 
 

リ
オ
と
タ
マ
キ
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
期
間
中
ペ
ア
を
組
ま
さ
れ
ず
っ
と
一
緒
に
芝
居
を
し
３
次
審
査
ま
で

終
え
た
。 

 
 
 

二
人
の
相
性
は
抜
群
。 

 
 
 

４
次
審
査
の
前
日
に
タ
マ
キ
は
リ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
を
予
約
し
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
事
務
局
を
通
し
、
リ
オ

に
練
習
相
手
を
打
診
し
た
。 

  
 
 

テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
だ
け
が
あ
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
。 

 
 
 

タ
マ
キ
、
リ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
の
窓
か
ら
海
を
眺
め
て
い
る 

 
 
 

リ
オ
、
入
室
す
る 

 

リ
オ 

 

「
タ
マ
キ
！
」 

タ
マ
キ 

「
あ
、
ご
め
ん
呼
び
出
し
ち
ゃ
っ
て
」 

リ
オ 

 

「
お
互
い
お
め
で
と
～
｟
と
、
拍
手
を
す
る
｠」 

タ
マ
キ 

「
ま
あ
ま
あ
座
っ
て
」 

  
 
 

タ
マ
キ
、
リ
オ
、
椅
子
に
座
る 

 

リ
オ 

 

「
あ
、
私
４
次
審
査
で
使
う
台
本
持
っ
て
な
い
よ
」 

タ
マ
キ 

「
な
ん
で
？
」 

リ
オ 

 

「…
…

Ａ
判
定
で
し
た
」 

タ
マ
キ 

「
｟
立
ち
あ
が
っ
て
｠ま
じ
で
？
」 

リ
オ 

 

「
内
緒
ね
」 
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タ
マ
キ 

「…
…

じ
ゃ
あ
、
下
船
？
」 

リ
オ 

 
「
そ
」 

タ
マ
キ 

「…
…

｟
深
刻
な
顔
｠
」 

リ
オ 

 

「
は
い
は
い
深
刻
な
顔
し
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
練
習
付
き
合
う
か
ら
。
タ
マ
キ
も
絶
対
次
行
く
よ
」 

タ
マ
キ 

「
い
つ
？
」 

リ
オ 

 

「
明
日
の
午
前
中
だ
っ
て
」 

タ
マ
キ 

「…
…

｟
さ
ら
に
深
刻
な
顔
｠
」 

リ
オ 

 

「…
…

何
？
」 

タ
マ
キ 

「
い
や
」 

リ
オ 

 

「
本
見
せ
て
。
セ
リ
フ
覚
え
ち
ゃ
う
か
ら
」 

タ
マ
キ 

「
あ
の
さ
あ
」 

リ
オ 

 

「
う
ん
」 

タ
マ
キ 

「
俺
Ｃ
判
定
な
の
ね
」 

リ
オ 

 

「
Ｃ
？
」 

タ
マ
キ 

「
う
ん
」 

リ
オ 

 

「…
…

そ
う
な
ん
だ…

…

何
か
条
件
言
わ
れ
た
？
」 

タ
マ
キ 

「…
…

４
次
審
査
料
二
十
万
払
え
る
な
ら
、
だ
っ
て
」 

リ
オ 

 

「
え
？
二
十
万
？…

…

あ
、
そ
う
」 

タ
マ
キ 

「…
…

」 

リ
オ 

 

「
で
も
受
け
る
ん
で
し
ょ
？
」 

タ
マ
キ 

「
リ
オ
さ
あ
」 

リ
オ 

 

「
う
ん
」 

タ
マ
キ 

「…
…

全
部
信
じ
て
る
？
」 

リ
オ 

 

「
ん
？…

…

何
を
？
」 

タ
マ
キ 

「
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」 

リ
オ 

 

「…
…

」 

タ
マ
キ 

「
ど
う
？
」 

リ
オ 

 

「…
…

お
金
で
迷
っ
て
る
の
？
」 

タ
マ
キ 

「
迷
っ
て
る
と
か
じ
ゃ
な
い
」 

リ
オ 

 

「
試
し
て
る
ん
だ
と
思
う
よ
。
タ
マ
キ
の
本
気
を
」 

タ
マ
キ 

「
あ
～
｟
溜
息
｠」 

リ
オ 

 

「
監
督
へ
の
忠
誠
度
と
か
？
そ
う
い
う
揺
さ
ぶ
り
を
す
る
っ
て
言
う
じ
ゃ
ん
。
ポ
ル
ー
ニ
ン
監
督
」 

タ
マ
キ 

「
あ
あ
、
違
う
違
う
、
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
聞
き
た
い
の
は
」 

リ
オ 

 

「
な
に
よ
」 

タ
マ
キ 

「…
…

都
市
伝
説
と
か
で
聞
い
た
こ
と
な
い
？
映
画
監
督
は
巨
匠
に
な
る
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
か

い
っ
て
、
人
身
売
買
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
る
っ
て
」 
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リ
オ 

 

「
は
？
人
身
売
買
？
」 

タ
マ
キ 
「
セ
レ
ブ
の
性
奴
隷
に
」 

リ
オ 

 

「…
…

」 

タ
マ
キ 

「
聞
い
た
こ
と
あ
る
だ
ろ
」 

リ
オ 

 

「…
…

こ
れ
が
、
そ
う
だ
っ
て
？
」 

タ
マ
キ 

「…
…

の
、
可
能
性
も
あ
る
か
な
っ
て
」 

リ
オ 

 

「…
…

」 

タ
マ
キ 

「…
…

」 

リ
オ 

 

「
｟
溜
息
つ
い
て
｠
じ
ゃ
あ
ね
」 

  
 
 

リ
オ
、
パ
ッ
と
振
り
向
き
リ
ハ
ー
サ
ル
室
を
出
る 

 

タ
マ
キ 

「
リ
オ
！
」 

  
 
 

タ
マ
キ
、
リ
オ
を
リ
ハ
ー
サ
ル
室
か
ら
出
さ
な
い 

 

リ
オ 

 

「
失
礼
で
し
ょ
？
」 

タ
マ
キ 

「
何
が
」 

リ
オ 

 

「
み
ん
な
真
剣
に
視
て
て
く
れ
て
る
よ
？
」 

タ
マ
キ 

「
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
」 

リ
オ 

 

「
自
分
が
Ｃ
だ
か
ら
っ
て
何
？
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
あ
る
ん
だ
か
ら
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
。
都
市
伝
説
な
ん

て
負
け
犬
が
負
け
惜
し
み
で
作
っ
た
で
っ
ち
あ
げ
だ
よ
。
く
だ
ら
な
い
」 

タ
マ
キ 

「
違
う
、
俺
が
言
っ
て
る
の
は
」 

リ
オ 

 

「
何
も
言
わ
な
く
て
い
い
。
あ
な
た
監
督
の
事
も
事
務
局
の
こ
と
も
作
品
の
こ
と
も
私
の
こ
と
も
、
ぜ

ん
っ
ぶ
侮
辱
し
て
る
ん
だ
か
ら
ね
」 

タ
マ
キ 

「
聞
け
よ
！
！
」 

リ
オ 

 

「…
…

」 

タ
マ
キ 

「
リ
オ
、
俺
は
役
者
じ
ゃ
な
い
」 

リ
オ 

 

「
は
？
」 

タ
マ
キ 

「
公
安
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
」 

リ
オ 

 

「
公
安
？
」 

タ
マ
キ 

「
｟
頷
く
｠
」 

リ
オ 

 

「
警
察
？
」 

タ
マ
キ 

「…
…

ま
あ
正
確
に
は
公
安
の
、
警
察
の
依
頼
を
受
け
た
一
般
人
協
力
者
だ
け
ど
」 

リ
オ 

 

「…
…

ど
う
い
う
こ
と
？
」 

タ
マ
キ 

「
潜
入
捜
査
み
た
い
な
も
ん
だ
よ
」 



DAIKYOJI STUDIO 基礎演技クラス台本 
 

4                                                     闇のオーディション 
 

リ
オ 

 

「…
…

意
味
不
明
す
ぎ
る
」 

タ
マ
キ 
「
ポ
ル
ー
ニ
ン
監
督
の
、
十
年
前
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
何
人
も
モ
デ
ル
と
か
売
れ
な
い
役
者
が
、

行
方
不
明
に
な
っ
て
る
っ
て
。
そ
ん
時
も
豪
華
客
船
で
証
拠
が
何
も
出
な
い
っ
て
」 

リ
オ 

 

「…
…

」 

  
 
 

リ
オ
、
考
え
な
が
ら
部
屋
の
奥
に
歩
き
椅
子
に
座
る 

 

リ
オ 

 

「…
…

警
察
か
ら
来
た
っ
て
証
拠
は
？
」 

タ
マ
キ 

「
な
い
よ
。
そ
ん
な
も
の
持
ち
込
め
な
い
」 

リ
オ 

 

「…
…

え
え
？
私
の
こ
と
嵌
め
よ
う
と
し
て
る
？
」 

  
 
 

タ
マ
キ
、
向
か
い
側
に
座
る 

 

タ
マ
キ 

「
助
け
よ
う
と
し
て
る
」 

リ
オ 

 

「…
…

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ー
、
ク
ラ
ク
ラ
し
て
き
た
。
じ
ゃ
あ
全
部
嘘
？
ま
じ
で
？
」 

タ
マ
キ 

「
ま
だ
確
証
は
な
い
。
で
も
二
十
万
払
え
、
だ
っ
て
、
変
だ
ろ
」 

リ
オ 

 

「
だ
っ
て
事
務
局
の
人
と
か
、
ほ
ん
と
に
熱
心
だ
よ
」 

タ
マ
キ 

「
演
技
だ
ろ
う
ね
」 

リ
オ 

 

「…
…

普
通
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
て
可
能
性
は
な
い
の
？
」 

タ
マ
キ 

「…
…

俺
は
な
い
と
思
っ
て
る
」 

リ
オ 

 

「…
…

」 

  
 
 

タ
マ
キ
、
立
っ
て
リ
オ
の
隣
へ
行
く 

 
 タ

マ
キ 

「
安
全
の
た
め
に
、
リ
オ
は
下
船
し
な
い
で
、
残
っ
て
て
ほ
し
い
。
ス
マ
ホ
取
り
返
せ
た
ら
応
援
呼
ぶ
」 

リ
オ 

 

「…
…

ね
え
」 

タ
マ
キ 

「
う
ん
？
」 

リ
オ 

 

「
タ
マ
キ
は
お
芝
居
好
き
？
」 

タ
マ
キ 

「…
…

楽
し
か
っ
た
。
意
外
と
」 

リ
オ 

 

「
４
次
審
査
、
受
け
て
」 

タ
マ
キ 

「…
…

は
？
」 

リ
オ 

 

「…
…

面
談
で
、
向
こ
う
の
人
タ
マ
キ
の
こ
と
も
評
価
し
て
た
ん
だ
よ
」 

タ
マ
キ 

「…
…

」 

リ
オ 

 

「
確
証
が
な
い
な
ら
、
結
論
出
さ
な
い
で
」 

タ
マ
キ 

「…
…

」 


